
第
一
類
第
十
二
号

安
全
保
障
委
員
会
議
録
第
五
号

外
務
大
臣

防
衛
大
臣

経
済
産
業
副
大
臣

防
衛
大
臣
政
務
官

政
府
参
考
人

（
内
閣
官
房
内
閣
審
議
官
）

政
府
参
考
人

（
内
閣
府
国
際
平
和
協
力
本
部

事
務
局
長
）

政
府
参
考
人

（
総
務
省
総
合
通
信
基
盤
局
電

波
部
長
）

政
府
参
考
人

（
外
務
省
大
臣
官
房
参
事
官
）

政
府
参
考
人

（
外
務
省
北
米
局
長
）

平
成
三
十
＿
年
三
月
二
十
八
日
（
木
曜
日
）

午
後
一
時
開
議

出
席
委
員

委

員

長

岸

信

夫

君

理

事

大

岡

敏

孝

君

理

事

理

事

中

谷

真

一

君

理

事

理
事
山
本
と
も
ひ
ろ
君
理
事

理

事

渡

辺

周

君

理

事

江
渡
聡
徳
君

小
野
寺
五
典
君

大
野
敬
太
郎
君

北
村
誠
吾
君

高
村
正
大
君

浜
田
靖
一
君

和
田
義
明
君

川
内
博
史
君

前
原
誠
司
君

赤
嶺
政
賢
君

照
屋
寛
徳
君

鈴
木
量
博
君

田
村
政
美
君

田
原
康
生
君

岩
井
文
男
君

山
内
智
生
君

河
野
太
郎
君

岩

屋

毅

君

関

芳

弘

君

鈴
木
貴
子
君

平
成
三
十
一
年
―
-
1

月
二
十
八
日

武
田
良
太
君

宮
澤
博
行
君

本
多
平
直
君

演
地
雅
一
君

小
田
原
潔
君

大
西
宏
幸
君

金
子
俊
平
君

熊
田
裕
通
君

鈴
木
貴
子
君

御
法
川
信
英
君

青
柳
陽
一
郎
君

篠

原

豪

君

佐
藤
茂
樹
君

重
徳
和
彦
君

長
島
昭
久
君

政
府
参
考
人

（
外
務
省
中
東
ア
フ
リ
カ
局
長
）

政
府
参
考
人

（
外
務
省
国
際
法
局
長
）

政
府
参
考
人

（
外
務
省
領
事
局
長
）

政
府
参
考
人

（
厚
生
労
働
省
大
臣
官
房
総
括

審
議
官
）

政
府
参
考
人

（
経
済
産
業
省
大
臣
官
房
審
議

官）政
府
参
考
人

（
経
済
産
業
省
貿
易
経
済
協
力

局
貿
易
管
理
部
長
）

政
府
参
考
人

（
国
土
交
通
省
水
管
理
・
国
土

保
全
局
次
長
）

政
府
参
考
人

（
国
土
交
通
省
航
空
局
航
空

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
長
）

政
府
参
考
人

（
国
土
交
通
省
航
空
局
安
全
部

長）政
府
参
考
人

（
海
上
保
安
庁
警
備
救
難
部
長
）

政
府
参
考
人

（
防
衛
省
大
臣
官
房
衛
生
監
）

政
府
参
考
人

（
防
衛
省
大
臣
官
房
審
議
官
）

政
府
参
考
人

（
防
衛
省
防
衛
政
策
局
長
）

政
府
参
考
人

（
防
衛
省
整
備
計
画
局
長
）

政
府
参
考
人

（
防
衛
省
人
事
教
育
局
長
）

政
府
参
考
人

（
防
衛
省
地
方
協
力
局
長
）

政
府
参
考
人

（
防
衛
省
統
合
幕
僚
監
部
総
括

官）政
府
参
考
人

（
防
衛
装
備
庁
長
官
）

深
山
延
暁
君

齋
藤
雅
一
君

中
村

吉
利
君

岡

真

臣

君

鈴
木
敦
夫
君

槌
道
明
宏
君

宮
崎
祥
一
君

田
原
克
志
君

星

澄

男

君

高

野

滋

君

久
保
田
雅
晴
君

林

俊

行

君

飯
田
陽
一
君

上
田
洋
二
君

土
生
栄
二
君

垂

秀

夫

君

上

正

裕

君

岡

浩
君

本
日
の
会
議
に
付
し
た
案
件

政
府
参
考
人
出
頭
要
求
に
関
す
る
件

一
月
十
三
日

沖
縄
県
民
の
民
意
を
尊
重
し
、
辺
野
古
新
基
地
建
設
の

停
止
を
求
め
る
こ
と
に
関
す
る
陳
情
書
（
鳥
取
市
東
町

二
の
二
ニ
―
駒
井
重
忠
）
（
第
七

0
号）

辺
野
古
新
基
地
建
設
の
中
止
と
国
民
的
議
論
の
推
進
及

び
沖
縄
県
民
の
民
意
の
尊
重
を
求
め
る
こ
と
に
関
す
る

陳
情
書
（
那
覇
市
松
尾
二
の
二
の
二
六
の
六
天
方
徹
）

（
第
七
一
号
）

は
本
委
員
会
に
参
考
送
付
さ
れ
た
。

一
月
二
十
六
日

緊
急
出
動
の
あ
る
自
衛
官
の
官
舎
の
改
善
に
関
す
る
請

願
（
大
西
宏
幸
君
紹
介
）
（
第
四
四
二
号
）

同
（
神
谷
昇
君
紹
介
）
（
第
四
四
三
号
）

同
（
中
谷
真
一
君
紹
介
）
（
第
四
四
四
号
）

は
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
。

委
員
の
異
動

三
月
二
十
八
日

辞
任高

村
正
大
君

浜
田
靖
一
君

青
柳
陽
一
郎
君

同
日辞

任金
子
俊
平
君

御
法
川
信
英
君

川
内
博
史
君

補
欠
選
任

高
村
正
大
君

浜
田
靖
一
君

青
柳
陽
一
郎
君

補
欠
選
任

金
子
俊
平
君

御
法
川
信
英
君

川
内
博
史
君

安
全
保
障
委
員
会
専
門
員

奥

克

彦

君

0
岸
委
員
長
質
疑
の
申
出
が
あ
り
ま
す
の
で
、
順
次
こ

れ
を
許
し
ま
す
。
大
西
宏
幸
君
゜

0
大
西
（
宏
）
委
員
ど
う
も
失
礼
い
た
し
ま
す
。
自
由
民

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

〇
岸
委
員
長
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
そ

の
よ
う
に
決
し
ま
し
た
。

〇
岸
委
員
長
こ
れ
よ
り
会
議
を
開
き
ま
す
。

国
の
安
全
保
障
に
関
す
る
件
に
つ
い
て
調
査
を
進
め
ま

す。
こ
の
際
、
お
諮
り
い
た
し
ま
す
。

本
件
調
査
の
た
め
、
本
日
、
政
府
参
考
人
と
し
て
内
閣

官
房
内
閣
審
議
官
山
内
智
生
君
、
内
閣
府
国
際
平
和
協
力

本
部
事
務
局
長
岩
井
文
男
君
、
総
務
省
総
合
通
信
基
盤
局

電
波
部
長
田
原
康
生
君
、
外
務
省
大
臣
官
房
参
事
官
田
村

政
美
君
、
外
務
省
北
米
局
長
鈴
木
量
博
君
、
外
務
省
中
東

ア
フ
リ
カ
局
長
岡
浩
君
、
外
務
省
国
際
法
局
長
＝
―
上
正
裕

君
、
外
務
省
領
事
局
長
垂
秀
夫
君
、
厚
生
労
働
省
大
臣
官

房
総
括
審
議
官
土
生
栄
二
君
、
経
済
産
業
省
大
臣
官
房
審

議
官
上
田
洋
二
君
、
経
済
産
業
省
貿
易
経
済
協
力
局
貿
易

管
理
部
長
飯
田
陽
一
君
、
国
土
交
通
省
水
管
理
•
国
土
保

全
局
次
長
林
俊
行
君
、
国
土
交
通
省
航
空
局
航
空
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
部
長
久
保
田
雅
晴
君
、
国
土
交
通
省
航
空
局
安
全

部
長
高
野
滋
君
、
海
上
保
安
庁
警
備
救
難
部
長
星
澄
男

君
、
防
衛
省
大
臣
官
房
衛
生
監
田
原
克
志
君
、
防
衛
省
大

臣
官
房
審
議
官
宮
崎
祥
一
君
、
防
衛
省
防
衛
政
策
局
長
槌

道
明
宏
君
、
防
衛
省
整
備
計
画
局
長
鈴
木
敦
夫
君
、
防
衛

省
人
事
教
育
局
長
岡
真
臣
君
、
防
衛
省
地
方
協
力
局
長
中

村
吉
利
君
、
防
衛
省
統
合
幕
僚
監
部
総
括
官
齋
藤
雅
一

君
、
防
衛
装
備
庁
長
官
深
山
延
暁
君
の
出
席
を
求
め
、
説

明
を
聴
取
し
た
い
と
存
じ
ま
す
が
、
御
異
議
ご
ざ
い
ま
せ

ん
か
。 国

の
安
全
保
障
に
関
す
る
件

“
百
九
豆
回
国
麟
年
女
全

保

障

委

員

会

議

城

第

§
 

五

号

（
第
一
類
第
十
二
号
）

‘
 

ぅ

(
―
二

0
)



第
一
類
第
十
二
号

安
全
保
障
委
員
会
議
録
第
五
号

ひ
び
割
れ
、
こ
う
い
っ
た
も
の
を
補
修
い
た
し
ま
し
て
、

予
算
額
は
十
一
億
一
千
二
百
万
円
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い

ま
す
。ま

た
、
二
十
八
年
以
降
、
い
わ
ゆ
る
十
九
事
案
に
つ
い

て
も
実
施
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
例
え

ば
、
教
育
施
設
で
す
と
か
工
場
等
の
補
修
工
事
、
さ
ら
に

は
、
格
納
庫
に
つ
い
て
の
は
り
の
改
修
と
い
う
よ
う
な
こ

と
を
実
施
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

0
赤
嶺
委
員
そ
の
十
九
施
設
に
つ
い
て
、
当
初
予
算
に

は
全
く
計
上
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
思
い
や
り

予
算
で
す
が
、
ど
う
や
っ
て
十
九
施
設
の
補
修
事
業
を
繰

り
出
し
た
ん
で
す
か
。

0
岸
委
員
長
中
村
局
長
、
時
間
が
来
て
お
り
ま
す
の
で

簡
潔
に
お
願
い
し
ま
す
。

0
中
村
政
府
参
考
人
お
答
え
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
ち
ら
の
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、
予
算
編
成
時
に
お

け
る
見
積
り
に
は
含
ま
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
予

算
要
求
ま
で
に
補
修
内
容
に
係
る
日
米
協
議
が
調
わ
な

か
っ
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

実
施
の
段
階
に
お
き
ま
し
て
、
当
初
計
画
の
必
要
な
見

直
し
で
す
と
か
具
体
的
な
事
業
箇
所
を
確
定
し
、
さ
ら

に
、
財
政
法
に
基
づ
き
ま
し
て
支
出
負
担
行
為
実
施
計
画

の
手
続
を
行
っ
た
上
で
、
既
存
の
歳
出
予
算
の
範
囲
内
で

予
算
措
置
を
し
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

0
赤
嶺
委
員
終
わ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
当
初
予
算
に
は

全
く
見
え
な
い
よ
う
に
し
て
予
算
の
流
れ
が
全
く
わ
か
ら

な
い
よ
う
な
形
に
し
て
、
思
い
や
り
予
算
を
使
っ
て
普
天

間
基
地
の
補
修
工
事
を
使
い
続
け
る
。
そ
れ
が
普
天
間
基

地
の
固
定
化
強
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
負
担
の
軽
減
と

は
全
く
逆
の
こ
と
を
政
府
は
や
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を

申
し
上
げ
て
、
質
問
を
終
わ
り
ま
す
。

〇
岸
委
員
長
次
に
、
重
徳
和
彦
君
゜

0
重
徳
委
員
社
会
保
障
を
立
て
直
す
国
民
会
議
の
重
徳

和
彦
で
す
。

ま
た
し
て
も
、
日
本
最
南
端
の
沖
ノ
鳥
島
沖
の
排
他
的

経
済
水
域
E
E
Z
で
、
二
十
三
日
、
二
十
三
日
で
す
か
ら

五
且
即
の
午
後
零
時
半
ご
ろ
、
中
国
の
海
洋
調
査
船
が
活

動
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
事
案
の
事
実
関
係
と
最
近
の
累
次
の
事
例
に
つ
い

ヽ平
成
三
十
一
年
一
号
一
月
二
十
八
日

て
御
答
弁
願
い
ま
す
。

0
星
政
府
参
考
人
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

本
年
三
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
の
間
、
沖
ノ

鳥
島
周
辺
の
我
が
国
排
他
的
経
済
水
域
に
お
い
て
、
海
上

保
安
庁
の
巡
視
船
及
び
航
空
機
に
よ
り
、
中
国
海
洋
調
査

船
「
嘉
庚
」
が
観
測
機
器
の
よ
う
な
も
の
を
繰
り
返
し
海
中

に
投
入
し
て
い
る
状
況
な
ど
を
確
認
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
中
国
海
洋
調
査
船
に
よ
る
沖
ノ
鳥
島
周
辺

海
域
に
お
け
る
我
が
国
の
同
意
を
得
な
い
調
査
活
動
に
つ

き
ま
し
て
は
、
平
成
二
十
五
年
七
月
に
二
件
、
平
成
二
十

八
年
三
月
及
び
十
月
に
そ
れ
ぞ
れ
一
件
確
認
を
し
て
お
り

ま
す
。な

お
、
平
成
三
十
年
十
二
月
に
は
、
中
国
海
洋
調
査
船

「
向
陽
紅
0
1
」
が
同
海
域
で
航
行
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
て
お
り
、
そ
の
後
の
報
道
に
お
い
て
、
中
国
側
か
ら
海

洋
調
査
を
行
っ
た
旨
の
発
言
が
あ
っ
た
と
承
知
し
て
お
り

ま
す
。こ

れ
ら
の
活
動
に
対
し
、
海
上
保
安
庁
で
は
、
関
係
機

関
と
連
携
し
つ
つ
、
巡
視
船
な
ど
に
よ
る
監
視
や
中
止
要

求
な
ど
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

0
重
徳
委
員
中
止
要
求
し
て
も
な
か
な
か
退
去
し
な
い

と
い
う
の
が
現
実
で
す
よ
ね
。
そ
し
て
、
毎
回
お
決
ま
り

の
よ
う
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
外
務
省
は
外
交
ル
ー
ト
を

通
じ
て
中
国
政
府
に
申
し
入
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま

す
け
れ
ど
も
、
毎
回
こ
う
い
う
申
入
れ
を
行
っ
て
い
る
、

だ
け
れ
ど
も
ま
た
発
生
す
る
と
い
う
関
係
が
続
い
て
お
り

ま
す
よ
ね
。

今
ま
で
の
と
こ
ろ
、
こ
う
い
っ
た
外
交
上
の
対
応
、
努

カ
の
成
果
と
い
う
も
の
を
ど
の
よ
う
に
見
て
お
ら
れ
る
で

し
ょ
う
か
、
外
務
省
。

0
田
村
政
府
参
考
人
お
答
え
申
し
上
げ
ま
す
。

本
件
中
国
海
洋
調
査
船
を
め
ぐ
る
海
上
保
安
庁
か
ら
の

情
報
を
受
け
、
直
ち
に
外
交
ル
ー
ト
を
通
じ
中
国
側
に
対

し
、
日
本
側
は
本
件
海
洋
の
科
学
的
調
査
に
同
意
し
て
い

な
い
旨
明
確
に
し
た
上
で
、
当
該
調
査
を
即
刻
中
止
す
る

べ
き
旨
の
抗
議
を
繰
り
返
し
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

0
重
徳
委
員
そ
れ
を
や
っ
て
ど
う
で
す
か
。
や
っ
て
い

る
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
で
ど

う
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
知
り
た
い
ん
で
す
。

0
田
村
政
府
参
考
人
外
交
上
の
や
り
と
り
で
あ
り
、
詳

細
は
差
し
控
え
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
中
国
か
ら
は
、
独

自
の
立
場
に
基
づ
く
主
張
が
ご
ざ
い
ま
す
。
．

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
機
会
に
も
、
中

国
側
に
対
し
て
は
、
本
件
海
洋
の
科
学
的
調
査
に
同
意
し

て
い
な
い
旨
明
確
に
し
て
、
即
時
中
止
を
求
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

0
重
徳
委
員
独
自
の
立
場
と
い
う
こ
と
で
す
。
外
交
だ

か
ら
差
し
控
え
る
と
い
う
の
も
、
差
し
控
え
る
べ
き
案
件

も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
は
も
う
表
で
や
っ
て

い
る
話
だ
と
い
う
ふ
う
に
事
実
上
思
っ
て
い
る
ん
で
す
け

れ
ど
も
。

そ
れ
で
、
具
体
的
に
は
要
す
る
に
、
沖
ノ
鳥
島
と
い
う

の
は
、
中
国
の
主
張
は
岩
だ
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。
日

本
は
、
歴
史
上
、
領
土
で
あ
り
、
か
つ
島
で
あ
る
、
し
た

が
っ
て
排
他
的
経
済
水
域
を
設
定
し
得
る
も
の
だ
と
い
う

こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
主
張
と
い
う
か
、
そ
う
い
う
も

の
だ
と
い
う
の
が
我
々
の
立
場
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
国

際
法
上
、
島
と
岩
と
い
う
の
は
何
で
線
が
引
か
れ
る
ん
で

す
か
。

0
三
上
政
府
参
考
人
お
答
え
申
し
上
げ
ま
す
。

国
連
海
洋
法
条
約
上
、
島
と
は
、
第
百
二
十
一
条
一
項

に
お
い
て
、
「
自
然
に
形
成
さ
れ
た
陸
地
で
あ
っ
て
、
水

に
囲
ま
れ
、
高
潮
時
に
お
い
て
も
水
面
上
に
あ
る
も
の
」

と
定
義
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

岩
に
関
し
て
は
、
そ
の
よ
う
な
定
義
は
特
に
置
か
れ
て

お
り
ま
せ
ん
。

0
重
徳
委
員
満
潮
時
に
も
水
面
上
に
あ
れ
ば
こ
れ
は
島

だ
と
い
う
の
が
、
こ
れ
は
国
際
法
上
そ
う
な
っ
て
い
る
ん

で
す
か
。
日
本
の
立
場
と
い
う
こ
と
な
ん
で
し
ょ
う
。

だ
と
す
る
と
、
そ
れ
と
違
う
主
張
と
い
う
の
は
国
際
法

上
違
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

も
う
少
し
具
体
的
に
お
願
い
し
ま
す
。

0
三
上
政
府
参
考
人
お
答
え
申
し
上
げ
ま
す
。

国
際
法
上
、
す
な
わ
ち
国
連
海
洋
法
条
約
上
で
す
。
今

委
員
が
お
っ
し
や
っ
た
よ
う
に
、
「
自
然
に
形
成
さ
れ
た

陸
地
で
あ
っ
て
、
水
に
囲
ま
れ
、
高
潮
時
に
お
い
て
も
水

面
上
に
あ
る
も
の
」
と
定
義
さ
れ
て
お
り
ま
し
て
、
沖
ノ

「ノ’

一
五

鳥
島
に
関
し
ま
し
て
は
、
こ
れ
に
当
て
は
ま
る
も
の
と
し

て
島
と
し
て
地
位
が
確
立
し
て
い
る
と
い
う
の
が
我
々
の

立
場
で
ご
ざ
い
ま
す
。

0
重
徳
委
員
そ
う
す
る
と
、
中
国
の
そ
の
独
自
の
立
場

と
い
う
の
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
ん
で
し
ょ
う
か
。
お
答

え

く

だ

さ

い

。

＼

0
三
上
政
府
参
考
人
外
交
上
の
今
回
の
や
り
と
り
に
つ

き
ま
し
て
は
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
よ
う
に
控
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

一
般
的
に
中
国
は
沖
ノ
鳥
島
に
関
し
て
、
日
本
の
先
ほ
ど

申
し
上
げ
た
よ
う
な
、
こ
れ
は
島
と
し
て
の
地
位
が
確
立

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
同
意
し
て
い
な
い
と
承
知
し
て

お
り
ま
す
。

0
重
徳
委
員
非
常
に
奥
歯
に
物
が
挟
ま
っ
た
よ
う
な
言

い
方
で
非
常
に
わ
か
り
に
く
い
ん
で
す
が
、
何
に
し
て

も
、
中
国
は
こ
れ
を
島
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
日
本
は
日
本

で
、
こ
れ
は
国
際
的
に
で
す
、
対
中
国
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
国
際
社
会
で
日
本
の
立
場
と
い
う
も
の
を
広
く
理
解

し
て
も
ら
う
必
要
も
当
然
一
方
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
思

い
ま
す
。

こ
の
た
め
の
努
力
の
一
環
と
捉
え
て
お
り
ま
す
が
、
ニ

0
1
0
年
、
平
成
二
十
二
年
施
行
の
低
潮
線
保
全
法
と
い

う
の
が
で
き
て
、
海
洋
資
源
の
開
発
利
用
、
海
洋
調
査
の

活
動
拠
点
と
な
る
港
湾
施
設
を
整
備
す
る
と
い
っ
た
よ
う

な
こ
と
が
目
的
か
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
法
律

に
基
づ
い
て
沖
ノ
鳥
島
も
特
定
離
島
に
指
定
さ
れ
て
、
こ

れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ

と
思
う
ん
で
す
が
、
そ
の
取
組
の
内
容
に
つ
い
て
、
主
に

国
交
省
の
方
か
ら
御
答
弁
を
願
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
他
の
所
管
に
ま
た
が
る
部
分
も
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
差
し
支
え
な
い
範
囲
で
幅
広
く
御
答
弁
い

た
だ
け
れ
ば
お
願
い
し
ま
す
。

0
林
政
府
参
考
人
お
答
え
を
い
た
し
ま
す
。

我
が
国
最
南
端
の
島
で
あ
り
ま
す
沖
ノ
鳥
島
に
つ
き
ま

し
て
は
、
日
本
の
国
土
面
積
を
上
回
る
約
四
十
万
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
排
他
的
経
済
水
域
を
有
す
る
極
め
て
重
要

な
島
で
あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
国
土
交
通
省
に
お
き
ま
し

て
も
、
委
員
御
指
摘
の
低
潮
線
保
全
法
に
基
づ
き
ま
し
て
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さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
排
他
的
経
済
水
域
の
基
礎
と
な
り
ま
す

低
潮
線
を
保
全
を
い
た
し
ま
す
た
め
に
、
船
舶
等
に
よ
る

定
期
的
な
巡
視
や
衛
星
画
像
に
よ
る
調
査
を
行
い
ま
す
と

と
も
に
、
委
員
御
指
摘
の
、
周
辺
海
域
に
お
け
ま
す
我
が

国
の
経
済
活
動
の
拠
点
と
い
た
し
ま
し
て
、
港
湾
の
施
設

の
整
備
に
取
り
組
ん
で
お
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
ほ
か
に
も
沖
ノ
鳥
島
に
つ
き
ま
し
て
は
、

島
自
体
を
保
全
い
た
し
ま
す
た
め
に
、
海
岸
法
に
基
づ
き

ま
し
て
、
職
員
に
よ
る
状
況
確
認
で
ご
ざ
い
ま
す
と
か
、

護
岸
等
の
保
全
工
事
、
あ
る
い
は
観
測
拠
点
施
設
の
更
新

な
ど
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
ま
し
て
、
引
き
続
き
沖
ノ
鳥
島

の
保
全
に
万
全
を
尽
く
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

0
重
徳
委
員
経
済
活
動
の
拠
点
を
形
成
す
る
と
い
う
こ

と
、
そ
し
て
、
島
そ
の
も
の
の
保
全
と
い
う
よ
う
な
こ
と

な
ど
に
国
交
省
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
先
ほ
ど
か
ら
外
務
省
の
方
か
ら
ほ

と
ん
ど
ま
と
も
な
答
弁
が
出
て
こ
な
い
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
国
際
法
上
、
あ
る
い
は
国
際
法
上
の
解
釈
の
違
い
と

い
う
か
立
場
の
違
い
、
言
葉
遣
い
は
正
確
じ
ゃ
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
中
国
と
日
本
と
の
間
で
そ
の
あ
た
り
で

の
違
い
が
あ
る
ん
だ
と
し
て
、
日
本
の
今
の
低
潮
線
保
全

法
に
基
づ
く
取
組
と
い
う
の
が
、
日
本
の
立
場
を
補
強
す

る
、
強
化
す
る
こ
と
に
ど
の
よ
う
に
役
立
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

中
国
と
し
て
の
、
先
ほ
ど
か
ら
お
っ
し
ゃ
る
独
自
の
立

場
と
い
う
こ
と
に
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
い
く
の
か
と

い
う
こ
と
を
考
え
た
と
き
に
、
こ
の
低
潮
線
保
全
法
の
施

行
状
況
と
い
う
の
が
き
ち
ん
と
役
立
っ
て
い
る
の
か
ど
う

か
。
こ
う
い
う
観
点
か
ら
ど
の
よ
う
に
外
務
省
と
し
て
捉

え
て
お
ら
れ
る
の
か
と
い
う
の
を
お
答
え
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

0
三
上
政
府
参
考
人
政
府
と
し
て
は
、
沖
ノ
鳥
島
は
、

国
際
法
上
の
排
他
的
経
済
水
域
及
び
大
陸
棚
を
有
す
る
島
―

で
あ
る
と
い
う
認
識
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
国
連
海
洋
法
条
約
上
、
領
海
、
排
他
的
経
済

水
域
及
び
大
陸
棚
の
幅
と
申
し
ま
す
の
は
、
一
般
的
に

第
一
類
第
十
二
号

ギ
安
全
保
障
委
員
会
議
録
第
五
号

は
、
低
潮
線
か
ら
の
距
離
を
測
定
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
先
ほ
ど
国
土
交
通
省
の
方
か
ら
御
紹
介

の
あ
り
ま
し
た
取
組
を
通
じ
て
沖
ノ
鳥
島
の
低
潮
線
の
維

持
等
を
図
る
と
い
う
こ
と
は
、
我
が
国
の
排
他
的
経
済
水

域
等
を
保
全
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

0
重
徳
委
員
少
し
踏
み
込
み
ま
す
け
れ
ど
も
、
今
、
国

土
交
通
省
か
ら
の
御
答
弁
で
も
、
島
そ
の
も
の
の
保
全
と

い
う
ほ
か
に
、
経
済
活
動
の
拠
点
と
い
う
い
わ
ば
機
能
で

す
よ
ね
、
機
能
を
強
化
す
る
と
い
う
よ
う
な
御
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
が
、
こ
の
点
は
、
国
際
社
会
に
お
い
て
我
が
国

の
立
場
を
強
化
す
る
も
の
に
な
る
ん
で
し
ょ
う
か
。

0
三
上
政
府
参
考
人
我
が
国
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
中

国
の
主
張
と
は
無
関
係
に
、
沖
ノ
鳥
島
の
島
と
し
て
の
地

位
と
い
う
の
は
既
に
確
立
し
た
も
の
と
い
う
ふ
う
に
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
先
ほ
ど
の
取
組
、
低
潮
線
保
全
等
の

取
組
に
つ
き
ま
し
て
、
中
国
等
、
沖
ノ
鳥
島
が
岩
で
あ
る

と
い
う
主
張
を
念
頭
に
、
沖
ノ
鳥
島
が
岩
で
は
な
く
て
島

で
あ
る
こ
と
を
法
的
に
主
張
す
る
と
い
う
こ
と
を
目
的
に

や
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り

ま
す
。

0
重
徳
委
員
参
考
ま
で
に
お
聞
き
し
ま
す
け
れ
ど
も
、

別
に
中
国
の
主
張
を
相
手
に
す
る
必
要
は
な
い
、
こ
れ
は

こ
れ
で
―
つ
の
や
り
方
、
言
い
方
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

け
れ
ど
も
、
参
考
ま
で
に
、
中
国
以
外
の
諸
国
は
、
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
き
ち
っ
と
日
本
の
立
場
を
理
解
し
て
い
る

と
考
え
て
よ
ろ
し
い
で
す
か
、
ア
メ
リ
カ
だ
と
か
。

0
三
上
政
府
参
考
人
お
答
え
申
し
上
げ
ま
す
。

、
私
の
承
知
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
日
本
の
島
、
沖
ノ
鳥
島

が
島
で
あ
る
と
い
う
立
場
に
つ
い
て
中
国
と
同
様
の
異
議

を
唱
え
て
い
る
の
は
、
韓
国
と
承
知
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
の
国
に
つ
い
て
は
、
我
々
の
立
場
を
し
っ
か

り
説
明
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

0
重
徳
委
員
何
か
元
気
の
な
い
答
弁
が
続
い
て
お
り
ま

す
の
で
、
次
の
話
題
に
移
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
、
前
回
の
委
員
会
、
あ
る
い
は
本
会
議
で
も
指
摘
を

し
て
お
り
ま
し
た
日
本
の
防
衛
産
業
に
つ
い
て
質
問
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
八
日

資
料
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
が
、
二
枚
目
に
、
つ
い
最

近
の
朝
日
新
聞
の
記
事
で
特
集
が
二
日
連
続
で
続
い
た
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
二
日
目
の
「
瀬
戸
際
の
防
衛
産
業

下
」
と
い
う
記
事
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
記
事
に
よ
り
ま
す
と
、
先
月
、
二
月
二
十
二
日

に
、
「
都
内
の
日
本
航
空
宇
宙
工
業
会
に
、
三
菱
重
工
業

や
川
崎
重
工
業
、
ス
バ
ル
な
ど
日
本
の
防
衛
大
手
十
社
の

幹
部
が
顔
を
そ
ろ
え
た
。
日
本
政
府
が
導
入
を
め
ざ
す
次

世
代
戦
闘
機
の
受
注
に
向
け
、
開
発
ス
キ
ー
ム
（
枠
組
み
）

を
話
し
合
う
内
輪
の
研
究
会
だ
っ
た
。
」
と
い
う
こ
と
で
あ

り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
「
十
社
は
次
世
代
戦
闘
機
の
開
発

に
特
化
し
た
新
会
社
を
共
同
出
資
で
設
立
す
る
検
討
を
進

め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
各
社
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
人
材
や

技
術
を
ひ
と
ま
と
め
に
す
る
こ
と
で
、
欧
米
企
業
と
の
受

注
競
争
を
有
利
に
進
め
る
ね
ら
い
が
あ
る
。
」
と
い
う
よ
う

な
記
事
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
政
府
と
し
て
こ
の
動
き
を

承
知
し
て
い
ま
す
か
。
こ
れ
は
事
実
で
す
か
。

0
深
山
政
府
参
考
人
お
答
え
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
航
空
宇
宙
工
業
会
及
び
会
員
企
業
十
社
が
参
加
し

て
将
来
戦
闘
機
の
開
発
へ
の
取
組
に
関
す
る
研
究
会
が
立

ち
上
げ
ら
れ
、
本
年
二
月
二
十
二
日
を
含
め
、
こ
れ
ま
で

に
研
究
会
が
五
回
開
催
さ
れ
、
企
業
間
連
携
の
強
化
に
関

し
て
議
論
が
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
承
知
を
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

0
重
徳
委
員
こ
の
記
事
で
、
私
も
先
般
か
ら
質
問
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
「
新
会
社
を
共
同

出
資
で
設
立
す
る
検
討
を
進
め
る
」
と
い
う
ふ
う
に
書
か

れ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
点
に
つ
い
て
こ
れ
ま

で
、
大
臣
そ
れ
か
ら
深
山
長
官
も
こ
う
い
っ
た
企
業
の
再

編
に
つ
い
て
は
、
「
各
社
の
経
営
判
断
に
よ
る
も
の
で
あ

ろ
う
」
と
か
、
「
こ
う
い
う
ふ
う
に
統
合
し
ろ
み
た
い
な
こ

と
と
い
う
の
を
我
々
が
一
義
的
に
申
し
上
げ
る
の
は
難
し

い
点
も
あ
り
ま
す
」
と
か
、
大
臣
も
、
「
ま
ず
は
防
衛
関
連

産
業
間
で
再
編
を
含
め
て
し
つ
か
り
と
意
見
交
換
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
重
要
だ
」
、
こ
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
お

り
ま
す
け
れ
ど
も
、
実
際
こ
う
や
っ
て
意
見
交
換
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
こ
に
も
っ
と
か
か
わ
っ

て
い
く
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
お

答
え
い
た
だ
き
た
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

0
深
山
政
府
参
考
人
お
答
え
申
し
上
げ
ま
す
。

御
指
摘
の
報
道
に
あ
る
よ
う
な
、
防
衛
産
業
の
再
編
や

次
世
代
戦
闘
機
に
向
け
た
新
会
社
の
設
立
と
い
っ
た
個
々

の
企
業
の
組
織
の
あ
り
方
は
、
あ
く
ま
で
も
各
社
の
独
自

の
経
営
判
断
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
上
で
申
し
上
げ
れ
ば
、
戦
闘
機
に
つ
い
て
は
、
我

が
国
の
防
衛
産
業
は
、
機
体
の
部
位
、
レ
ー
ダ
ー
等
の
構

成
品
、
エ
ン
ジ
ン
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
各
社
の
得
意
分

野
が
あ
り
、
ま
た
、
将
来
戦
闘
機
に
つ
い
て
我
が
国
主
導

の
開
発
に
早
期
に
着
手
す
る
と
し
て
い
る
状
況
の
中
で
、

こ
う
し
た
企
業
が
よ
り
効
率
的
な
開
発
、
生
産
の
体
制
を

模
索
し
て
い
く
こ
と
は
、
防
衛
産
業
が
置
か
れ
て
い
る
厳

し
い
状
況
を
踏
ま
え
れ
ば
、
前
向
き
な
取
組
と
し
て
歓
迎

す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

我
々
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
従
来
か
ら
防
衛
産
業
を
取

り
巻
く
現
状
の
把
握
と
適
時
適
切
な
対
応
に
努
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
、
防
衛
関
連
産
業
と

緊
密
に
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
ふ
う
に
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

0
重
徳
委
員
防
衛
省
の
立
場
に
つ
い
て
は
先
般
来
お
聞

き
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
お
っ
し
や
っ
た
よ
う
な
感

じ
な
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
な
が
ら
、
一
方
で
、
こ
の
記
事

を
見
る
と
経
済
産
業
省
が
登
場
す
る
ん
で
す
よ
。
航
空
機

武
器
宇
宙
産
業
課
長
さ
ん
が
「
防
衛
産
業
の
効
率
化
を
進

め
る
べ
き
だ
と
訴
え
た
。
」
と
い
う
よ
う
な
話
も
載
っ
て
い

ま
す
。考

え
て
み
れ
ば
、
防
衛
装
備
品
の
調
達
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
は
、
も
ち
ろ
ん
、
防
衛
省
が
重
立
っ
た
と
い
う
か

唯
一
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
た
だ
、
こ
れ

を
国
内
産
業
の
技
術
力
、
基
盤
整
備
の
強
化
と
い
う
観
点

か
ら
関
心
を
も
っ
と
も
っ
と
持
た
な
き
ゃ
い
け
な
い
の

は
、
経
済
産
業
省
だ
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。

次
期
中
期
防
に
も
再
編
や
統
合
と
い
う
こ
と
の
必
要
性

が
初
め
．
て
明
記
さ
れ
た
、
こ
う
い
う
状
況
に
あ
っ
て
、
経

済
産
業
省
と
し
て
、
今
ま
で
ず
っ
と
だ
ら
だ
ら
と
、
何
か

じ
り
貧
じ
ゃ
な
い
か
、
本
当
に
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い
る

各
企
業
を
目
の
前
に
し
な
が
ら
、
何
か
ほ
っ
て
お
い
て
き

た
よ
う
な
そ
ん
な
よ
う
な
印
象
が
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
も
っ
と
も
っ
と
経
産
省
が
危
機
感
を
持
た
な
け
れ
ば

一六

Shotaro
ハイライト表示

Shotaro
ハイライト表示

Shotaro
ハイライト表示




